
様
（
有
栖
川
大
総
督
宮
）
御
出
馬
共
相
成
候
得
者
、

一

時
御
奉
命
之
上
に

無
御
座
而
者
、

兼
而
之
御
旨
意
も
相
立
申
間
敷
と
愚
考
仕
候
…
…
」（
在
大
坂

の

石
原
五
郎
右
衛
門
よ
り
副
藩
の

加
藤
直
衛
宛
書
翰
、

正
月
十
八
日
付
、

『
近
世
小
田
原
史
稿
本
』
下
巻
）
と
い

う
よ

う
な
こ

と
で
、

朝
廷
へ

も
背
く
わ
け
に

も
ゆ
か
な
い

と
い

う
苦
し
い

立
場
に

追
い

こ

ま
れ
て
、

結
局
勤
王
に

傾
く
こ

と
に

な
っ

た
。

そ
こ

で

前
記
の

通
達
に

対
し
て

家
老
加
藤
直
衛
か
ら

「
今
般
、

御
親
征
被
仰
出
候
、

依
之
為

天
下

勤
王
可
尽
忠
節
哉
、

御
迅
問
之
趣
奉
拝
承
候
、

向
後
御
用
向
被
仰
付
候
節
、

謹
テ
奉
遵
、

朝
命
尽
力

出
精
励
忠
勤
候
外
、

於
闔
藩
決
テ
二
念
無

御
座
候
…
…
」
と
い

う
請
書
（
翌
二
十
七
日
付
）
を
提
出
し

た
（『
東
海
道
戦
記
』）。
こ

の

勤
王
声
明
に

よ

っ

て

小
田
原
藩
は
、

佐
幕
を
捨
て
て

新
政
府
に

忠
勤
を
は
げ
む
勤
王
の

態
度
を
と
る
こ

と
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

箱
根
関
所
の

占
領

東
海
道
軍
の

先
鋒
は
、

出
軍
に

際
し
て

大
総
督
府
の

駿
府
到
着
ま
で

は
駿
府
滞
陣
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い

た
が
、

参
謀
の

西
郷
隆
盛
が
、

箱
根
を
前
に
し
て

駿
府
で

滞
陣
す
る
の

は
戦
略
上
不
利
で

あ
る
と
し
て
、

た
だ
ち
に

出
動
を
命
じ
た
。

さ
ら

に

輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
が
、

徳
川
慶
喜
助
命
運
動
の

た
め
に

大
総
督
府
に

来
る
と
い

う
内
報
が
あ
っ

た
の

で
、

そ
れ
を
小
田
原
辺
で

阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

軍
議
の

末
、

大
村
藩
の

渡
辺
清
が
先
鋒
と
し
て

少
数
の

藩
兵
を
率
い

て

早
足
で

箱
根
を
越
え
小
田
原
方
面

に

出
動
す
る
こ

と
に

し
て
、

箱
根
の

関
所
に
か
か
っ

た
。

こ

こ

は
小
田
原
藩
の

守
備
な
の
で
、

一

騒
動
お
こ

る
予
想
で

臨
み
、

官
軍
の

先
鋒
で

あ
る

が
、

こ

の

関
門
を
た
だ
今
受
け
取
る
と
申
し
い

れ
る
と
、

何
ら
抵
抗
な
く
関
所
一

切
を
政
府
軍
側
に

引
き
渡
し
て

箱
根
関
所
の

占
領
と
な
っ

た
。

渡
辺

は
案
外
に

思
い
、

一

応
占
領
の

う
え
と
り
あ
え
ず
関
所
を
小
田
原
藩
に

預
け
る
こ

と
と
し
て

関
東
に
は
い

っ

て

小
田
原
宿
に

着
陣
し
た
（
渡
辺
清
「
江

城
攻
撃
中
止
始
末
」
―
『
史
談
会
速
記
録
』
六
八
輯
、

こ

の

渡
辺
の

箱
根
関
所
占
領
は
東
海
道
軍
の

関
東
入
り
の

第
一

歩
で

あ
る
が
、

渡
辺
の

話
で

は
そ
の

日
が
は
っ

き
り
し
な
い
。

こ

の

こ

と
は
『
復
古
外
記
・

東
海
道
戦
記
』
に

は
何
ら
の

記
述
が
な
い

が
、

二
月
二
十
八
日
の

条
に

「
是
日
総
督
、

忠
礼
ニ

命
ジ
旧
ニ

仍
リ

箱
根
関
門

ヲ

厳
守
セ

シ

ム

」
と
あ
り
、

片
岡
の

『
明
治
小
田
原
町
誌
』
に

も
同
日
の

条
に

右
の

記
事
を
載
せ
て

関
係
文
書
を
掲
げ
て
い

る
。

も
し
渡
辺
が
関
所
を
い

っ

た
ん
小
田

原
藩
に

預
け
た
こ

と
が
右
の

『
東
海
道
戦
記
』
の

記
載
の

こ

と
だ
と
す
る
と
、

渡
辺
の

関
所
占
領
は
そ
の

と
き
の

こ

と
と
い

う
こ

と
に
な
ろ
う
）。
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大
総
督
は
三
月
五
日
、

駿
府
城
に
は
い

り
、

先
鋒
両
総
督
は
先
行
し
て

十
日
に
は
沼
津
宿
に

着
い

た
。

こ

れ
か
ら
箱
根
越
え
で

あ
る
。

十
三
日
に

は
六
浦
藩
主
米
倉
昌
言
に

対
し
て

横
浜
の

臨
時
取
締
り
を
発
令
、

さ
ら
に

小
田
原
藩
に

対
し
て
、

先
般
、

箱
根
関
所
の

守
備
を
命
じ
た
が
、

両
総
督

の

関
門
通
過
中
は
本
軍
の

先
鋒
隊
に

屯
衛
を
申
し
付
け
る
と
い

う
触
令
を
発
し
て
、

両
総
督
通
過
中
に
は
大
事
を
と
っ

て
い

る
。

橋
本
総
督
は
二
十

六
日
、

関
門
を
通
過
し
て

小
田
原
宿
に

入
り
、

本
陣
久
保
田
甚
四
郎
を
宿
所
と
し
た
。

小
田
原
藩
は
重
役
を
三
島
宿
ま
で

派
出
し
、

小
田
原
宿
出
立

の

際
は
戸
塚
宿
ま
で

見
送
ら
せ
て
い

る
。

江
戸
開
城
と
小
田
原
藩

本
隊
の

大
総
督
宮
は
翌
四
月
八
日
、

駿
府
城
を
発
し
、

十
日
、

箱
根
宿
に

泊
り
、

翌
十
一

日
、

小
田
原
宿
に

着
陣
し

た
。

小
田
原
藩
は
橋
本
総
督
と
同
様
の

出
迎
え
と
見
送
り
を
行
っ

た
。

こ

れ
よ
り
先
、

参
謀
西
郷
隆
盛
と
旧
幕
府
側
の

代
表
勝
義
邦
と
の

会
談
の

結
果
、

翌
四
月
四
日
、

橋
本
・

柳
原
両
総
督
が
江
戸
城
に

入
り
、

同
月
十
一

日
、

江
戸
開
城
が
行
わ
れ
た
。

江
戸
開
城
に
よ
っ

て

旧
幕
府
の

根
拠
地
江
戸
の

占
領
は
完
了
し
て
、

新
政
府
は
江
戸
征
討
の

目
的
を
一

応
成
就
し
た
。

そ
こ

で
、

江
戸
府
内
の

行

政
を
旧
幕
府
の

手
か
ら
接
収
し
て

民
政
の

刷
新
と
治
安
の

維
持
に

当
た
っ

た
。

し
か
し
、

翌
五
月
に

は
彰
義
隊
の

反
乱
が
お
こ
っ

た
こ

と
で

も
わ
か

る
よ
う
に
、

新
政
府
の

占
領
政
策
は
ま
だ
極
め
て

不
安
定
な
も
の
で

あ
っ

た
。

江
戸
の

み
な
ら
ず
、

関
東
一

円
は
ま
だ
新
政
府
の

統
治
に

服
し
た
わ

け
で

な
く
、

各
地
に

反
政
府
的
騒
擾
が
相
つ

い

で

お
こ

っ

て
い

る
。

こ

の

江
戸
と
そ
の

周
辺
の

不
穏
な
空
気
が
、

房
総
か
ら
江
戸
湾
を
渡
っ

て

相
豆

地
方
に

飛
び
火
を
し
て
、

小
田
原
藩
を
も
そ
の

騒
乱
に

ま
き
こ

ん
だ
の

で

あ
る
。

大
総
督
府
は
閏
四
月
九
日
、

沼
津
宿
に

着
陣
す
る
と
小
田
原
藩
の

重
役
に

対
し
て
、

房
総
地
方
に

屯
集
の

賊
徒
（
遊
撃
隊
脱
走
隊
士
ら

）
の

残
党
が
、

相
州
浦
賀
、

ま
た
は
伊
豆
辺
へ

渡
海
し
て
、

鎌
倉
・

箱
根
方
面
に

襲
来
の

噂
が
あ
る
か
ら
、

米
倉
藩
・

沼
津
藩
・

駿
府
城
代
・

ま
た
は
横
浜
詰
め
肥

前
藩
兵
ら
と
申
し
合
わ
せ
、

油
断
な
く
探
索
し
て

見
当
た
り
次
第
討
ち
取
れ
、

と
い

う
指
令
を
発
し
て
い

る
。

こ

の
よ
う
に

相
豆
地
方
へ

遊
撃
隊
残

党
襲
来
の

風
聞
は
、

は
や
く
伝
え
ら
れ
て

大
総
督
府
の

耳
に

も
は
い

っ

て

厳
重
警
戒
の

手
を
打
っ

た
の

で

あ
る
（『
明
治
小
田
原
町
誌

』
は
、

小
田
原
藩
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の

重
役
が
駿
府
に
呼
ば
れ
て

こ

の

命
を
う
け
た
と
し
て
い

る
が
、

大
総
督
府
は
す
で

に

駿
府
出
発
後
な
の

で
、

沼
津
に
お
け
る
下
命
で

あ
ろ
う
）。

三
　
箱
根
戦
争
と
小
田
原
藩

林
忠
崇
と
遊
撃
隊
士

閏
四
月
十
二
日
、

己
の

刻
（
午
前
十
時
）ご
ろ
、

足
柄
下
郡
真
鶴
港
に

突
如
、

下
総
国
請
西
藩
主
林
忠
崇
と
江
戸
の

旧
幕
府

陸
軍
遊
撃
隊
脱
走
の

隊
士
伊
庭
八
郎
と
人
見
勝
太
郎
の

二

人
が
手
兵
を
率
い

て

上
陸
し
た
。

こ

の

林
ら
が
小
田
原
藩
に

対

し
て

徳
川
家
回
復
の

挙
兵
に

協
力
を
働
き
か

け
た
の

が
き
っ

か
け
と
な
っ

て
、

つ

い

に

箱
根
戦
争
の

勃
発
と
な
っ

た
（
林
忠
崇
の

「
一

夢
林
翁
手
稿
戊
辰

出
陣
記
」、
『
江
戸
』
二
七
〜
三
〇
、

『
復
古
外
記
・

東
海
道
戦
記
』、

ほ
か
に

『
明
治
小
田
原
町
誌
』）。

林
忠
崇
、

名
は
昌
之
助
。

林
の

家
は
代
々

徳
川
家
の

旗
本
で

あ
っ

た
が
、

父
の

播
摩
守
忠
旭
が
請
西
藩
一

万
石
の

大
名
に

と
り
た
て

ら
れ
、

叔
父

忠
交
の

後
を
う
け
て

三
代
目
請
西
藩
主
と
な
っ

た
（「
請
西
藩
主
林
忠
崇
氏
伝
」
―
『
旧
幕
府
』
三
の

六
、

笹
本
寅
「
林
遊
撃
隊
長
縦
横
談
」
―
『
伝
記
』
二
の

二
）。請

西
藩
は
明
治
元
年
の

初
頭
、

譜
代
藩
と
し
て
、

京
都
政
府
の

召
命
に

応
ず
る
か
、

主
家
に

殉
じ
て

拒
否
す
べ

き
か
の

岐
路
に

立
っ

て

藩
論
が
沸

騰
し
て
い

た
。

さ
ら
に

領
地
も
不
穏
な
情
況
で

あ
っ

た
の
で
、

そ
の

鎮
圧
の

た
め
に

林
は
木
村
隼
人
ら
の

従
者
三
名
を
つ

れ
て

江
戸
を
離
れ
、

領
地

請
西
（
現
在

木
更
津
）
の

陣
屋
に

赴
い

た
。

こ

れ
は
三
月
八
日
の

夕
刻
で

あ
る
。

と
こ

ろ
が
翌
四
月
の

十
三
日
に
、

突
然
、

旧
幕
府
の

撤
兵
隊
の

福

田
八
郎
右
衛
門
が
兵
三
千
余
を
率
い

て

き
て
、

徳
川
家
回
復
の

た
め
の

協
力
を
求
め
た
。

つ

い

で

二

十
八
日
に

は
、

伊
庭
・

人
見
ら
の

遊
撃
隊
脱
走

の

士
三
十
余
名
が
き
て
、

こ

れ
も
撤
兵
隊
と
同
じ
よ
う
な
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。

林
は
当
時
二
十
一

歳
の

青
年
藩
主
で

あ
っ

た
が
、

か
ね
て

主
家
へ

報
恩
の

志
が
あ
っ

た
の

で
、

伊
庭
・

人
見
ら
と
大
い

に

意
気
が
相
通
じ
て
、

つ

い

に

彼
ら
と
と
も
に

蹶
起
を
決
意
し
て

閏
四
月
三
日
、

請
西
の

陣
屋
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を
脱
出
し
て

遊
撃
隊
に

加
わ
っ

た
。

ま
ず
房
総
の

譜
代
諸
藩
と
連
携
を
は
か
り
、

さ
ら
に

相
豆
に

渡
海
し
て
、

小
田
原
・

韮
山
方
面
の

譜
代
藩
、

ま
た
幕
領
を
動
か
し
て

徳
川
家
回
復

の

目
的
を
達
し
よ
う
と
い

う
戦
略
を
練
っ

た
。

こ

の

蹶
起
に
し
た
が
っ

た
兵
力
は
請
西
藩
兵
約
七
十
人
、

遊
撃
隊
士
三
十
六
名
が
主
力
で
、

ほ
か
に

諸
藩
の

脱
走
人
が
参
加
し
て

総
勢
三
百
名
近
く
あ
っ

た
と
い

う
。

江
戸
湾
沿
岸
を
南
走
し
て

館
山
に
至
り
、

そ
こ

か

ら
二

艘
の

船
に

分
乗
し
て

十

二
日
、

巳
の

刻
に

真
鶴
港
に

上
陸
し
た
。

第
一

の

目
的
は
小
田
原
藩
の

説
得
で

あ
っ

た
。

林
忠
崇
の
小

田
原
藩
説
得

こ

の

説
得
に
は
林
忠
崇
が
当
た
る
こ

と
と
し
て
、

単
身
入
城
、

家
老
渡
辺
了
叟
ら
と
対
談
し
て
こ

の

挙
兵
の

盟
主
と
な
る
こ

と
を

申
し
い

れ
た
。

小
田
原
藩
と
し
て

は
佐
幕
の

志
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ

た
が
、

今
そ
の

態
度
を
表
明
す
る
こ

と
は
、

徳
川
家
の

た
め
に

か
え
っ

て
不
利
と
な
る
か
ら
し
ば
ら
く
時
機
を
待
つ

こ

と
に

す
る
、

と
い

う
婉
曲
な
拒
絶
の

態
度
を
示
し
た
。

こ

れ
は
小
田
原
藩
が
す
で
に

朝
廷
に

忠
勤
を
尽
す
と
い

う
非
佐
幕
の

態
度
を
明
ら
か
に

し
た
ば
か
り
で

あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

林
ら
は
、

小
田
原
藩
か
ら
こ

の

よ
う
な
態
度
を
示
さ
れ
た

の

で
、

や
む
な
く
第
二
の

目
標
の

伊
豆
韮
山
の

代
官
江
川
英
武
を
説
こ

う
と
し
て

韮
山
に

赴
い

た
が
、

こ

こ

で

も
代
官
が
不
在
で

要
領
を
得
な
か
っ

た
。相

豆
地
方
は
、

す
で

に

東
征
軍
の

通
過
後
で
一

応
は
安
定
し
て
い

た
。

そ
こ

に

遊
撃
隊
の

残
党
が
上
陸
し
て

き
た
の

で

あ
っ

た
か
ら
再
び
攪
乱
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
っ

た
の
で
、

閏
四
月
九
日
、

小
田
原
藩
に

対
し
て

前
掲
し
た
よ
う
な
遊
撃
隊
士
掃
討
の

指
令
を
発
し
た
の

で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

小
田

原
藩
と
し
て

は
林
ら
の

申
し
入
れ
に

は
ど
う
し
て

も
応
じ
ら
れ
な
か
っ

た
の
で

あ
る
。

ま
た
、

こ

の

よ
う
な
遊
撃
隊
士
の

蠢
動
は
、

江
戸
の

旧
幕
府

側
に
と
っ

て

も
慶
喜
が
す
で
に

恭
順
の

意
を
表
し
た
以
上
、

は
な
は
だ
迷
惑
千
万
な
こ

と
で

も
あ
っ

た
。

そ
こ

で

田
安
慶
頼
は
、

大
監
察
の

山
岡
鉄

太
郎
に

遊
撃
隊
士
の

説
諭
を
さ
せ
、

家
臣
の

不
穏
な
行
動
を
何
と
か
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
。

こ

の

山
岡
の

説
諭
に
よ
っ

て

遊
撃
隊
士
は
沼
津
藩
預
け

の

処
置
に

服
し
て
、

一

隊
は
沼
津
城
外
香
貫
村
霊
山
寺
に

駐
屯
し
て

後
命
を
待
つ

こ

と
と
な
っ

た
。
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大
総
督
府
は
、

沼
津
以
東
の

鎮
撫
の

た
め
に
五
月
六
日
、

参
謀
の

下
に

軍
監
四
名
を
任
命
し
た
。

こ

の

軍
監
は
各
道
総
督
府
の

下
に

設
け
ら
れ
た

も
の

で
、

東
海
道
軍
で
は
島
義
勇
（
肥
前
藩
士

）、

中
井
範
五
郎
（
正
勝
、

因
幡
藩
士

）、

三

雲
為
一

郎
（
穂
方
、

佐
土
原
藩
士

）、

和
田
勇
（
大
村
藩
士

）

で
、

島
を
上
総
・

下
野
二
国
、

和
田
を
沼
津
、

中
井
と
三
雲
の

二
人
を
伊
豆
・

相
模
二
国
の

担
当
と
し
、

中
井
、

三
雲
は
小
田
原
藩
に

根
拠
を
お
い

た
（『
復
古
外
記
・

東
海
道
戦
記
』
に

よ
る
。

『
明
治
小
田
原
町
誌
』
は
ほ
か
に

吉
井
顕
三
（
土
佐
藩
士

）
の

名
を
挙
げ
て
い

る

）。
伊
豆
・

相
模
の

軍
監
府
は
小
田

原
に

お
か
れ
、

各
軍
監
の

下
に

そ
れ
ぞ
れ
府
員
若
干
名
が
い

た
（
荻
野
山
中
藩
士
「
松
下
祐
信
自
伝
草
稿
」
―『
荻
野
山
中
藩
史
料
松
下
家
文
書
』）。

ま
た
同
月
十
八
日
に
は
、

支
藩
荻
野
山
中
藩
（
藩
主
大
久
保
教
義
）
に

対
し
て

伊
豆
地
方
に

賊
徒
討
伐
の

援
軍
出
動
を
命
じ
た
。

こ

の
こ

ろ
、

山
中

藩
は
勤
王
か

佐
幕
か

藩
論
沸
騰
し
て
い

た
が
、

勤
王
に

決
し
政
府
軍
に

協
力
し
た
。

こ

の

態
度
が
結
局
藩
の

運
命
を
救
っ

て
、

後
に

嗣
子
岩
丸
が
本

藩
主
の

永
蟄
居
に

代
わ
っ

て

本
藩
を
継
ぐ
よ
う
に

な
る
の

で

あ
る
。

箱
根
戦
争
の
勃
発

江
戸
で

は
五
月
十
五
日
、

彰
義
隊
討
伐
の

上
野
の

戦
争
が
お
こ

り
、

さ
ら
に

関
東
各
地
に

も
佐
幕
分
子
の

不
穏
な
動
き
が
あ

っ

た
。

十
八
日
、

彰
義
隊
討
伐
の

報
が
達
す
る
と
、

軍
監
は
呼
応
の

動
き
を
警
戒
し
て

小
田
原
藩
兵
に

鎮
圧
の

部
署
に
つ

か

し
め
た
が
、

こ

の

報
が
遊
撃
隊
士
に

伝
わ
る
と
、

人
見
勝
太
郎
は
、

香
貫
村
に
べ

ん
べ

ん
と
待
機
す
る
こ

と
は
策
を
え
な
い

と
焦
慮
を
燃
や
し
て
、

十
九
日
の

早
朝
、

「
す
で

に

待
機
の

場
合
で

は
な
い
。

彰
義
隊
討
伐
の

報
を
聞
い

た
以
上
は
、

こ

こ

に

因
循
と
在
陣
も
で

き
な
い

か
ら
、

隊
内
に

相

談
せ
ず
自
分
の

独
断
で

配
下
の
一

隊
を
率
い

て

東
海
道
筋
に

出
動
す
る

」
と
い

い

残
し
て

箱
根
を
め
ざ
し
て

出
発
し
た
。

こ

れ
を
知
っ

た
林
ら
は
、

人
見
の

脱
出
は
軍
律
違
反
で

あ
る
が
、

も
し
人
見
軍
が
敗
走
す
れ
ば
全
軍
の

崩
壊
と
な
ろ
う
と
、

た
だ
ち
に

残
る
隊
士
と
そ
の

後
を
追
う
こ

と
と
し

た
。

こ

う
し
て

林
・

遊
撃
隊
士
の

総
決
起
と
な
っ

た
。

こ

の

と
き
遊
撃
隊
士
は
、

第
一

軍
隊
長
人
見
勝
太
郎
、

隊
員
六
十
五
名
、

第
二
軍
隊
長
伊
庭

八
郎
で

隊
員
三
十
九
名
、

第
三
軍
は
隊
長
和
多
田
貢
（
岡
崎
藩
脱
藩

）、
隊
員
二
十
七
名
、

第
四
軍
隊
長
林
忠
崇
、

隊
員
六
十
名
、

第
五

軍
隊
長
山
高

鍈
三
郎
、

隊
員
三
十
一

名
、

そ
の

他
で

総
計
二
百
八
十
名
で

あ
っ

た
と
い

う
（「
林
遊
撃
隊
長
縦
横
談

」
に

よ
る

）。
本
隊
は
巳
の

半
刻
（
午
前
十
一

時

）
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に

香
貫
村
を
繰
り
出
し
て
一

路
箱
根
の

関
所
に

向
か
っ

た
。

関
所
の

守
備
は
江
戸
時
代
以
来
、

小
田
原
藩
の

担
当
で
、

こ

の

と
き
は
中
津
藩
兵
が

加
わ
っ

て

固
め
て
い

た
。

ま
ず
人
見
が
江
戸
表
に

用
事
が
あ

る
の

で

関
門
を
通
過
す
る
と
申
し
出
る
と
、

守
備
側
は
こ

れ
を
拒
み
、

再
三
押
し
問
答
を
つ

づ
け
た
が
、

つ

い

に

人
見
が
大
声
で

兵
力
で

通
過
す
る

と
さ
け
ぶ
と
西
の

方
か
ら
関
門
に

向
け
て

発
砲
し
た
。

こ

れ
で

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
て

し
ば
ら
く
砲
火
を
ま
じ
え
た
。

双
方
互
角
で

容
易
に

雌
雄
が
決

し
な
い

の

で
、

こ

の

上
は
奇
兵
を
も
っ

て

破
ろ
う
と
遊
撃
隊
の

別
動
隊
が
裏
路
か
ら
関
門
わ
き
に

潜
伏
し
て

侵
入
の

機
を
う
か
が
っ

て
い

る
と
、

寅

の

刻
（
午
前
四
時
）
過
ぎ
に
小
田
原
藩
兵
側
か
ら
、

大
音
を
も
っ

て
、

「
ち
よ
っ

と
話
が
あ
る
か
ら
、

暫
時
発
砲
を
止
め
た
ま
え
」
と
呼
ん
だ
の

で

遊

撃
隊
側
も
発
砲
を
中
止
し
、

先
頭
に
い

た
隊
士
の

前
田
条
三
郎
が
単
身
で

関
門
に
は
い

っ

た
。

関
兵
は

前
田
に

向
か
っ

て
、

「
今
ま
で
は
、

大
総
督

府
の

軍
監
が
い

た
の

で
、

や
む
を
え
ず
空
砲
を
は
な
っ

て
い

た
。

も
と
よ
り
我
が
藩
の

本
心
で

は
な
い
、

今
軍
監
を
放
逐
し
た
。

こ

の

う
え
は
君
ら

に

同
心
し
て

徳
川
家
の

回
復
を
は
か
ろ
う
」
と
述
べ

た
。

前
田
は
、

「
し
か
ら
ば
関
門
を
我
ら
に

渡
せ

」
と
い

う
と
、

「
同
意
な
ら
ば
何
の

否
む
こ

と

も
な
い

」
と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

前
田
は
進
ん
で

関
門
を
受
け
取
り
本
営
に
こ

れ
を
通
告
し
た
。

こ

れ
は
翌
二

十
日

の

辰
の

刻
（
午
前
八
時
）
ご

ろ
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

戦
闘
は
あ
っ

け
な
く
終
わ
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
意
外
の

結
末
と
な
っ

た
の

は
、

小
田
原
藩
側
で

急
速
な
藩
論
の

転
換
が
あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

藩
論
の

急
転
換

こ

の

藩
論
転
換
の

経
緯
は
諸
記
録
に
よ
る
と
お
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
も
の
で

あ
っ

た
。

ま
ず
藩
当
局
の

態
度
で

あ
る
が
、

王
政

復
古
政
変
に

当
た
っ

て

小
田
原
藩
は
佐
幕
か
勤
王
か
の

岐
路
に

立
っ

て

苦
し
み
、

大
勢
に

押
さ
れ
て

つ

い

に

勤
王
を
声
明
し
て

東
征
軍
の

通
過
を
迎
え
た
の

で

あ
っ

た
が
、

現
藩
主
忠
礼
は
前
将
軍
慶
喜
の

従
弟
に

当
た
る
な
ど
、

徳
川
家
と
の

密
接
な
関
係
か
ら
な
お

容
易
に

佐

幕
を
捨
て

き
れ
な
い

も
の

が
あ
っ

て
、

藩
士
中
に

は
な
お
佐
幕
の

空
気
が
濃
厚
で
、

家
老
の

渡
辺
了
叟
が
そ
の

頭
目
で

あ
っ

た
。

城
中
は
和
戦
の

両

論
が
沸
騰
し
て

重
役
の

命
も
聞
か
れ
な
い

と
い

う
紛
糾
の

あ
げ
く
、

結
局
、

佐
幕
に

傾
い

て

遊
撃
隊
と
同
盟
し
て

籠
城
策
を
と
る
こ

と
に

決
定
し
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た
。

そ
う
い

う
と
こ

ろ
に

江
戸
か
ら
意
外
な
情
報
が
は
い

っ

た
。

そ
れ
は
、

徳
川
家
の

回

復
が
な
っ

た
と
い

う
話
で

あ
っ

て
、

徳
川
慶
喜
が
軍
艦
で

下
田
に

来
て
お
っ

て
不
日
小

田
原
に

入
城
す
る
は
ず
と
か
、

大
久
保
彦
左
衛
門
が
指
揮
す
る
三
千
人
が
藤
沢
に

乗
り

込
み
、

藤
沢
宿
・

馬
入
辺
に

彰
義
隊
三
、

四
百
人
が
き
て
い

る
と
か
、

ま
た
、

奥
羽
の

軍
勢
、

会
津
、

仙
台
は
じ
め

都
合
十
一

藩
の

兵
お
お
よ
そ
九
万
人
ほ
ど
が
江
戸
に

向
か

い
、

た
ま
た
ま
利
根
川
筋
の

洪
水
で

停
滞
し
て
い

る
が
川
が
あ
き
次
第
繰
り
込
む
。

ま

た
い

よ
い

よ
開
戦
と
な
れ
ば
上
方
勢
は
、

林
忠
崇
と
韮
山
勢
、

沼
津
勢
が
合
体
し
て

東

征
軍
を
富
士
川
で

く
い

止
め
る
と
い

う
よ
う
な
も
の
で

あ
っ

た
（『
明
治
小
田
原
町
誌
』
所
収
「
片
岡
家
御
用
留
」）。

も
と
よ

り
こ

れ
は
と
ん
で

も
な
い

虚
報
で

あ
っ

た
が
、

遊
撃
隊
士
の

急
襲
で

腰
の

浮
い

た
藩
当
局
は
、

こ

の

作
為
に
ひ
っ

か
か
っ

て
、

大
久
保
家

は
譜
代
の

家
臣
と
い

っ

た
名
分
論
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
一

挙
に

佐
幕
へ

と
逆
転
し
、

遊
撃
隊
士
と
和
議
が
成
立
し
て

手
を
に

ぎ
り
、

二
十
一

日
に

は
遊
撃
隊
士
百
四
十
余
人
が
小
田
原
に

繰
り
込
ん
だ
。

こ

の

よ
う
な
小
田
原
藩
の

藩
論
逆
転
の

た
め
に
、

関
所
に
い

た
軍
監
中
井
範
五
郎
は
二
十
日
朝
、

援
兵
を
求
め
る
た
め
に

早
追
い

で

小
田
原
に

向

か
う
途
中
、

権
現
坂
で

遊
撃
隊
士
に

行
き
あ
っ

て

殺
害
さ
れ
、

ま
た
小
田
原
に
い

た
軍
監
三
雲
為
一

郎
も
驚
い

て

難
を
避
け
よ
う
と
、

酒
匂
川
に

逃

げ
て

舟
で

川
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
を
小
田
原
藩
兵
に
よ
っ

て

銃
砲
で

威
嚇
さ
れ
た
。

こ

の

よ
う
な
佐
幕
へ

の

逆
転
は
、

小
田
原
藩
を
死
地
に

追
い

こ

む
も
の
で

し
か
な
か
っ

た
。

江
戸
で
こ

の

報
を
開
い

た
小
田
原
藩
監
察
の

中
垣
斎

宮
は
驚
い

て
、

二
十
三
日
早
駕
籠
で

急
ぎ
帰
藩
し
、

遊
撃
隊
と
の

和
議
は
ま
っ

た
く
の

虚
報
に
よ
る
も
の
で
、

こ

れ
は
藩
主
家
と
一

藩
を
誤
る
も
の

遊撃隊第2軍隊長伊庭八郎
『江戸』2の2から
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と
説
い

た
。

城
内
は
い

っ

た
ん
遊
撃
隊
士
と
和
議
を
結
ん
だ
も
の

の
、

な
お
勤
王
佐
幕
の

両
派
が
あ
っ

て
、

小
田
原
藩
は
最
後
ま
で

曖
昧
の

域
を
脱

し
て
い

な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
こ

に

中
垣
斎
宮
か
ら
、

こ

れ
で

は
朝
敵
と
な
る
の

み
な
ら
ず
、

前
将
軍
の

た
め
に

も
罪
人
と
な
る
と
い

う
大
義
名

分
論
が
で

た
の

で
、

再
度
勤
王
へ

と
も
ど
っ

て

藩
主
忠
礼
も
そ
の

諫
言
を
い

れ
、

渡
辺
了
叟
ら

を
退
け
遊
撃
隊
士
と
断
絶
し
て

謝
罪
降
伏
に

決
し

た
。

そ
こ

で

忠
礼
は
翌
二
十
四
日
、

謹
慎
の

意
を
表
す
た
め
に

城
門
を
で

て
、

大
工
町
の

菩
提
寺
で

あ
る
本
源
寺
に

は
い

っ

た
。

戦
禍
と
町
民

小
田
原
藩
は
、

こ

の
よ
う
に
し
て

遊
撃
隊
士
と
絶
縁
し
た
の
で

城
下
は
戦
火
に

見
舞
わ
れ
る
こ

と
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

し
か
し
そ
れ

で

も
一

時
町
民
は
、

は
げ
し
い

戦
慄
を
味
わ
っ

た
の

で

あ
る
。

町
年
寄
片
岡
家
の

御
用
留
に
よ
る
と
、

箱
根
の

関
所
で

戦
闘
が
は

じ
ま
っ

た
十
九
日
に

は
、

早
鐘
が
打
た
れ
、

町
中
の

小
前
の

者
は
荷
物
を
片
づ
け
、

二
十
二
、

三
日
ご

ろ
か
ら
老
人
子
ど
も
ら
が
立
ち
退
き
だ
し

た
。

ま
た
土
蔵
は
火
災
予
防
の

た
め
に

目
塗
り
を
し
た
り
、

荷
物
を
運
ぶ
者
な
ど
で

城
下
一

帯
が
混
乱
し
た
。

と
く
に

藩
主
夫
人
が
城
外
久
野
村
の

総
世
寺
に

避
難
の

長
持
類
を
運
搬
す
る
の

を
見
た
者
は
、

驚
き
を
新
た
に
し
て
、

な
か
に

は
大
砲
を
お
そ
れ
て
、

い
っ

た
ん
目
塗
り
し
た
土
蔵
内
の

品
物
を
持
ち
出
し
て

他
所
へ

運
ぶ
と
い

う
騒
ぎ
に

ま
で

な
っ

た
。

関
所
の

戦
闘
は
前
記
の

よ
う
に

あ
っ

け
な
く
終
わ
っ

た
の
で

あ
る
が
、

藩
当
局
の

二

転
三
転
の

あ
げ
く
遊
撃
隊
士
追
撃
の

小
ぜ
り
あ
い

が
な
お
二
十
五
、

六
日
ご
ろ
ま
で
つ

づ
い

た
の

で

町
内
の

不
安
は
し
ば
ら
く
や
ま
な
か
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
戦
火
の

混
乱
に
よ
っ

て
、

町
民
の

家
業
が
と
ど
こ

お
っ

た
の

で
、

藩
当
局
は
新
蔵
の

玄
米
千
俵
を
放
出
し
た
。

こ

れ
は
町
人
別
五
千

四
百
人
に
一

人
七
升
八
合
ず
つ

の

割
り
前
と
あ
っ

た
。

小
田
原
藩
は
、

藩
論
再
逆
転
で

遊
撃
隊
士
一

派
と
絶
縁
す
る
こ

と
と
な
っ

た
の

で
、

そ
の

代
償
と
し
て

黄
金
、

小
銃
な
ど
を
贈
っ

た
。

ま
こ

と
に

苦
肉
の

策
で

あ
る
が
一

遊
撃
隊
士
同
調
の

脱
藩
士
の

記
録
に

「
総
督
府
、

の

ち
大
に

兵
を
出
し
て

我
を
討
た
ん
と
し
、

二
十
三
日
、

江
戸
を
発
す
。

小
田
原
藩
大
に

懼
れ
て

西
軍
（
政
府
軍
）
に

降
り
、

請
う
て

先
鋒
と
な
り
我
を
討
た
ん
と
す
。

我
軍
い

ま
だ
こ

れ
を
覚
ら
ず
、

二
十
五
日
、

我
藩
士

（
請
西
藩
士

）
小
田
原
藩
に

到
り
盟
を
致
ん
と
す
。

而
し
て

小
田
原
藩
人
反
覆
の

状
あ
り
、

伊
庭
八
郎
、

岡
田
斧
吉
、

天
野
豊
三
郎
等
、

小
田
原
城
に
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入
り
之
に

抗
議
す
、

藩
（
小
田
原
藩
）
の

有
司
首
鼠
両
端
、

金
千
五
百
両
、

玄
米
二
百
苞
、

酒
二
十
駄
、

器
械
弾
薬
銃
丸
等
を
我
に

贈
与
し
、

事
僅

に

止
む
。

八
郎
笑
ひ
て

曰
く
、

反
覆
再
三
、

怯
惰
千
万
、

堂
々

た
る
十
二
万
石
中
、

復
一

人
の

男
児
な
き
か
と
…
…
」
と
あ
る
（
小
島
茂
男
前
掲
書
引

用
「
岡
崎
藩
士
戊
辰
戦
争
記
略
」）。
遊
撃
隊
士
側
か
ら
す
れ
ば
、

こ

の

評
は
当
を
得
た
も
の

で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、

箱
根
関
所
の

守
備
を
命
ぜ
ら
れ
た

譜
代
の

大
藩
の

立
場
の

苦
衷
も
ま
た
察
す
る
に

余
り
あ
る
も
の

が
あ
る
。

小
田
原
藩
か
ら
絶
縁
を
申
し
渡
さ
れ
た
遊
撃
隊
士
は
当
初
の

計
画
が
こ

と
ご
と
く
齟
齬
し
た
の
で
、

二
十
五
日
、

箱
根
山
方
面
に

引
き
揚
げ
、

こ

れ
を
小
田
原
藩
兵
が
追
撃
し
、

隊
長
の

伊
庭
八
郎
が
負
傷
す
る
と
い

う
よ
う
な
痛
手
を
こ

う
む
っ

た
。

二
十
七
日
、

芦
の

湖
畔
を
経
て

熱
海
に

達
し
、

薄
暮
、

網
代
か
ら
船
で

房
州
館
山
に

引
き
返
し
、

こ

こ

で

傷
病
兵
の

始
末
を
し
て

旧
幕
府
軍
艦
長
崎
に

搭
乗
し
て

奥
州
へ

向
か
っ

た
。

林
忠
崇
の
一

隊
は
小
名
浜
に
上
陸
し
て
旧
幕
軍
に

合
流
し
、

会
津
若
松
、

米
沢
方
面
を
ま
わ
っ

て

仙
台
に
至
り
、

九
月
二
十
日
、

輪
王
寺
宮
も
謝
罪
し
た
と
い

う

こ

と
を
知
っ

て
つ

い

に

降
伏
を
決
意
し
た
。

問
罪
使
の
派
遣

大
総
督
府
は
、

箱
根
戦
争
の

報
に

接
す
る
と
、

た
だ
ち
に

小
田
原
藩
を
そ
の

責
任
者
と
し
て

参
謀
穂
波
経
度
を
問
罪
使
総
督
に

任
じ
、

下
参
謀
河
田
佐
久
馬
、

三
雲
軍
監
ら
を
随
員
に

命
じ
て

派
遣
す
る
こ

と
と
し
た
が
、

あ
ら
か
じ
め
中
井
軍
監
殺
害
と
三

雲
軍
監
追
い

返
し
の

罪
を
問
う
た
め
の

問
罪
派
遣
を
申
し
渡
し
て
お
い

て
五
月
二
十
五
日
、

大
磯
宿
に
お
い

て

回
答
せ
よ
と
命
じ
た
。

そ
こ

で

小
田

原
藩
は
家
老
渡
辺
了
叟
、

年
寄
山
中
湊
、

大
目
付
中
垣
斎
宮
を
平
塚
宿
に
派
し
て

問
罪
使
の
一

行
を
迎
え
さ
せ
た
。

大
磯
宿
に
お
い

て

家
老
岩
瀬
大

江
進
ら
が
河
田
下
参
謀
に

藩
主
忠
礼
の

伏
罪
の

哀
訴
書
と
答
弁
書
と
を
問
罪
使
に

差
し
出
し
た
。

尋
問
に

対
す
る
藩
当
局
の

答
弁
内
容
は
、

㈠
軍
監
中
井
範
五
郎
の

殺
害
に
つ

い

て

は
、

遊
撃
隊
士
富
樫
記
一

郎
の

従
僕
が
字
権
現
坂
に

て

殺
害
し

た
の

で
、

こ

れ
は
す
で

に
そ
の

筋
に

届
け
出
て

あ
る
。

㈡
軍
監
三
雲
為
一

郎
追
い

返
し
の
一

件
は
、

中
井
軍
監
殺
害
が
あ
っ

た
の
で
、

三
雲
軍
監
に

万
一

危
険
が
あ
っ

て

は
、

と
い

う
家
来
ど
も
の

計
ら
い

で

避
難
せ
し
め
る
た
め
で
、

決
し
て

当
方
が
追
い

返
し
た
の

で

は
な
い
。

さ
ら
に

先
般
、

林
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